
1．はじめに

食品包装の法規制に関しては，国内外で国際的整合化の動き
が見られる。日本では改正食品衛生法が2020年6月1日に施行
され，HACCPの段階的義務化による普及率向上，食品製造へ
のGMPの導入とともに国による樹脂のPL（Positive list）制度
化が図られることになった。今後，日本の食品輸出拡大のため
には，まずは法整備が必須なのである。しかし，日本の法規制
は先行する欧米中と比較して未だ課題が多く，印刷インキや紙
の規制に関しては，これからの課題とされている。
本稿では，世界各国の食品包装の法規制に関し，印刷業界に
も関連の深いPLと印刷インキの動向を紹介する。

2．日本の食品衛生法の改正とPL制度化進捗状況

2.1　食品衛生法の現状と課題1-3）

日本における食品衛生規制の基本は，食品衛生法である。こ
の法律で最初に規定されたのは，戦後復興期において貴重な栄
養源であった牛乳や乳製品に関する規制である。乳等省令と呼
ばれているが，このような乳製品だけの規制は欧米にはなく，
科学的根拠も曖昧であることから，厚労省はPL制度化と合わ
せて2020年6月1日から次に示す告示第370号に統合された。
一方，乳製品以外の食品に関しては，1959（昭和34）年告
示第370号の規格がある。この規格の対象は，ほとんどが容器
包装であり，樹脂などの原材料の規格は着色に使用する着色料
のみである。この一般食品の原材料に関しては，国ではなくポ
リオレフィン等衛生協議会（ポリ衛協）などの業界団体が自

主基準を制定している。樹脂は，安全性を評価して認可され
た物質をリスト化するPLであるが，印刷インキはカドミウム
などを使用しない有害物質をリストにしたNL（Negative List）
である。この樹脂のPLは，世界で唯一日本独自の仕組みであ
り，国内では業界標準的に定着しているが，海外での知名度は
低く，輸入品のほとんどは原材料の適合性をチェックせずに流
通しているのが日本の現状である。これは食品交易が拡大する
中，食の安全の面から日本の大きな課題となっていたのであ
る。日本の規制の仕組みのイメージを図-1に示す。
2.2　食品衛生法改正の趣旨4）

今回の改正の趣旨を表-1に示す。厚労省は，輸入食品の増加，
下げ止まり傾向である食中毒発生数の抑制，さらには2020年
東京五輪・パラリンピックの開催やわが国の食品の輸出促進
等を見据え，国際整合的な法整備を進めることとなった。今
回の改正のキーワードは，HACCP，GMP，PLの三つである。
HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point：危害要因
分析重要管理点）は，大手企業の普及率は約9割であるものの，
中小では約3割に留まっており，普及率向上のために段階的に
義務化となった。GMP（Good Manufacturing Practice：優良製
造規範）は，日本では医薬品製造に限定されており，漸く本改
正により食品製造にも導入となった。樹脂のPLは，海外では
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図-1　日本の食品包装規制の仕組み
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要　　　　旨

日本では改正食品衛生法が2020年6月1日に施行され，国による樹脂のPLが制定される。しかし，PLは完成まで後1～ 2年かかる見
込みであり，印刷インキの審議は今後の課題となっている。印刷インキに関しては，EUの審議が続行中であり，今後の動きが注目さ
れる。
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